
STM32MP15 
マイクロプロセッサ

リアルタイム性能を必要とするLinuxベースのオープンソース･アプリケーションに対応する 
柔軟なマルチコア･アーキテクチャ

産業グレード
•	10年間にわたり100%動作可能
•	ジャンクション温度：-40°C～125°C
•	最大176個のGPIO

コア
•	デュアル / シングルArm® Cortex®-A7、 
最大動作周波数：800MHz

•	Arm® Cortex®-M4コア、最大動作周
波数：209MHz

外部メモリに対応
•	DDR3、DDR3L、LPDDR2、LPDDR3
•	SLC NAND、SPI NAND
•	eMMC、SDカード、Quad-SPI NOR

内蔵メモリ
•	システムRAM 256KB
•	マイコンRAM 484KB

アナログ
•	2x 16bit A/Dコンバータ
•	2x 12bit D/Aコンバータ

グラフィックス
•	3D GPU OpenGL ES 2.0
•	LCD-TFTコントローラ
•	MIPI-DSI 2レーン

セキュリティ
•	TrustZone®

•	AES 256、TDES
•	SHA-256、MD5、HMAC
•	セキュア･ブート、RAM & ペリフェラル

ターゲット·アプリケーション
•	産業機器
•	家庭用機器
•	コンスーマ製品
•	ヘルス & ウェルネス

STM32MP15マイクロプロセッサ製
品ラインは、Arm® Cortex®-A7デュ
アル / シングル･コア（最大動作周波
数800MHz）と、Cortex®-M4シング
ル･コア（最大動作周波数209MHz）
を搭載しています。また、高度なグラ
フィックスを実現する3D GPUも内蔵
しています。

このアーキテクチャにより、効率的な
リソース管理と、2つのコア間の柔軟
なペリフェラル･マッピングが可能に
なります。

また、メインライン化されたオープン
ソースLinuxディストリビューションで
あるOpenSTLinux Distributionと、ア
ップグレードされたSTM32Cubeツ
ールにより、製品開発期間の大幅な
短縮を実現します。

Linuxアプリケーション向け 
産業用マイクロプロセッサ

www.st.com/stm32mp1

https://www.st.com/ja/microcontrollers-microprocessors/stm32mp1-series.html
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ハードウェア･ツール
柔軟なプロトタイプ作成と評価が可能

STM32MP157のブロック図

External Memories
Dual Quad-SPI

DDR3/DDR3L/LPDDR2/LPDDR3 32-bit 533 MHz 
16-bit SLC NAND 8-bit ECC3x SDMMC

System

3x watchdogs

5x LDOs

Reset and Clock

Internal and External 
Oscillators

MDMA + 2x DMA

Up to 176 GPIOs

5x 16-bit LP timers

Security

Secure RTC
Analog true RNG

3x Tamper Pins with
 1 active

TrustZone

SHA-256, MD5, HMAC

Secure Peripherals

Secure Boot

96-bit unique ID

AES 256, TDES

Secure RAMs

Graphics

3D GPU Open GL ES2.0 
533 MHz  

LCD-TFT controller
MIPI-DSI 2 lanes

Arm® Dual Cortex® -A7
650 MHz

Arm® Cortex® -M4
209 MHz

Internal Memories

OTP fuse 3kbSystem RAM 256kB Back up RAM 4kB

MCU System 
RAM 384kB

MCU Retention RAM 
64kB

FPU MPU256kB L2 Cache

L1 32kB I L1 32kB D

外部メモリ
デュアルQuad-SPI
DDR3/DDR3L/LPDDR2/LPDDR3 32bit @ 533MHz

16bit SLC NAND 8bit ECC3x SDMMC

システム

3x ウォッチドッグ

5x LDO

リセット & クロック

内部 & 外部オシレータ
MDMA + 2x DMA

最大176個のGPIO

コントロール
2x 16bitモータ･

コントロール･タイマ

2x 32bitタイマ
15x 16bitタイマ

MDIOスレーブ

3x USB 2.0ホスト/OTG
（2x HS PHY対応）
カメラ･インタフェース

HDMI-CEC

10/100M / ギガビット･
イーサネットGMAC

コネクティビティ

6x SPI / 3x I²S

2x CAN FD

DFSDM
（8チャネル / 6フィルタ）

6x I²C
4x UART + 4x USART

4x SAI
SPDIF

セキュリティ

セキュアRTC
アナログ真乱数発生器

3x タンパ･ピン
（1x アクティブ）

TrustZone

SHA-256、MD5、HMAC

セキュア･ペリフェラル

セキュア･ブート*

96bit個別ID

AES 256、TDES*

セキュアRAM

アナログ

2x 12bit D/Aコンバータ
2x 16bit A/Dコンバータ

グラフィックス
3D GPU Open GL ES2.0 

@ 533MHz

LCD-TFTコントローラ
MIPI-DSIコントローラ

デュアルArm® Cortex®-A7
最大800MHz

Arm® Cortex®-M4
209MHz

内蔵メモリ

OTPヒューズ 3KBシステムRAM 256KB バックアップRAM 4KB

マイコン･システム
RAM 384KB

マイコン･リテンション
RAM 64KB

FPU MPU
256KB L2キャッシュ

L1 32KB I L1 32KB D

* STM32MP157CおよびSTM32MP157Fでのみ利用可能

パッケージ･
サイズ

パッケージは低コストの最小4層PTH基板に対応

特徴

STM32MP151*   Cortex-A7、Cortex-M4

TFBGA 257
10 x 10mm、p0.5

TFBGA 361
112 x 12mm、p0.5

STM32MP153*    デュアルCortex-A7、Cortex-M4、CAN FD

LFBGA 354
16 x 16mm、p0.8

LFBGA 448
18 x 18mm、p0.8

STM32MP157*   デュアルCortex-A7、Cortex-M4、3D GPU、DSI、CAN FD

* 暗号化 & セキュア･ブート対応または非対応

STM32MP15xポートフォリオ

STM32MP157A-EV1
STM32MP157F-EV1

STM32MP157A-DK1
STM32MP157C-DK2

ソフトウェア･ツール
STM32MP1マイクロプロセッサ･シリー
ズには、機能拡張したSTM32CubeMX、
マルチコアIDEソリューション（デバイス･
ツリー管理用のSTM32CubeIDEを含
む）、STM32CubeProgrammerが用意
されています。

QRコードから 
STのWikiにアクセス
wiki.st.com/stm32mpu

STM32MP15向け組込みソフトウェア

• YoctoベースのLinuxディストリビューション（Arm® Cortex®-Aプロセッ
サ上で動作）：OpenSTLinux Distribution

• STM32Cubeマイクロプロセッサ･パッケージ 
（Arm® Cortex®-Mプロセッサ上で動作）： 
STM32CubeMP1パッケージ

低コストな4層貫通基板に対応可能なパッケージ
* 暗号化 & セキュア･ブート対応または非対応

STM32MP15マイクロプロセッサ　Linuxアプリケーション向け産業用マイクロプロセッサ

https://www.st.com/content/st_com/ja.html
https://wiki.st.com/stm32mpu

